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引用記事 日経新聞 毎日新聞

２０２1年　9　月　27　日　　担当　小松

原油、需給引き締まりで堅調

原油相場は堅調に推移しそうだ。ナイジェリアやカザフスタンなど、一部の石油輸出国機構（OPEC）プラスの参加国が過

去数カ月に十分な増産ができていなかったことが明らかになり、需給の引き締まりが意識されている。市場参加者の注目度

が高かったFOMCを無難に通過したことで、手控えられていた買いも入りやすい。

一方、1バレル70ドル台後半に近づくと、OPECプラスの増産観測も高まりやすく、一本調子の上昇は見込みづらい。中国の

不動産大手、中国恒大集団の経営不安も上値を重くする要因だ。同社は29日にも米ドル建て社債の利払いを控える。「予定

通り利払いをできるかや、中国政府の対応次第で原油価格も上下に振れやすい」（ニッセイ基礎研究所の上野剛志氏）

金相場は下値を模索する展開になりそうだ。FOMC後に米金利が上昇し、金利が付かない金の投資妙味が薄れるとみた売り

が出やすい。



引用記事 日経新聞 毎日新聞

２０２1年　9　月　27　日　　担当　小松

30年度省エネ目標、現行ペースでは達成厳しく　経財白書

政府は24日、2021年度の経済財政報告（経済財政白書）をまとめた。今後の経済の課題として、30年度のエネルギー需要の

削減目標の達成に向けて一層の省エネが重要になると強調した。これまでのエネルギー効率の改善テンポを続けても、さら

に追加の需要抑制や効率化が必要だとの試算を提示。企業などにさらなる取り組みを促した。

日本は30年度までに温暖化ガスの排出量を13年度比で46%減らす目標を掲げている。省エネを達成に向けた主要な手段の一

つと見込む。

政府はエネルギー基本計画の素案で30年度の需要の見通しを示している。これまで以上の「省エネの深掘り」などで、エネ

ルギー需要を原油換算で13年度の3億6300万キロリットルから30年度に約2億8千万キロリットルに減らすことをめざす。

白書では過去6年間のエネルギー効率の改善テンポ（年率2.0%）が続くと仮定した場合、30年度のエネルギー需要は約3億

1400万キロリットルとなると指摘。30年度の目標の達成には11%程度の追加的な需要の抑制や効率化が必要になると提起し

た。今後、年率ベースで3%程度の改善がいる計算となる。現行ペースからの加速を求めた格好だ。

企業や運輸、家庭といった各部門で大がかりな省エネ対応が求められることになる。政府は企業が省エネ性能の高い機器へ

の改修・交換を進められるよう後押しするほか、住宅の断熱改修も推進する。運輸部門に対しては、トラック輸送の効率化

やカーシェアリングの普及などに向けて支援する。

白書では社会のデジタル化とエネルギー需要の関係についても言及した。企業のデジタルトランスフォーメーション（DX）

は業務の効率化を進め、結果的に省エネにつながるとの見方がある。ただ白書はDXなどデジタル需要の増加が、エネルギー

需要の増加につながる可能性を指摘した。例えばデータセンターは大量の電力を消費する。

脱炭素と経済成長の両立のためには、発電コストの抑制と技術革新を一段と前に進める必要性があるとした。温暖化ガスに

価格を付けて企業に脱炭素を促すカーボンプライシングや、環境規制の緩い国からの輸入品に事実上の関税をかける国境炭

素調整措置を例示。こうした議論を日本が積極的に主導していくべきだと主張した。



引用記事 日経新聞 ロイター 化学工業日報

２０２1年　9　月　27　日　　担当　小松

スギ改良でCO2吸収量増　森林総研、ゲノム編集で実現へ　　　その①

身近な樹木「スギ」を品種改良し、二酸化炭素（CO2）削減に利用する研究が進んでいる。森林総合研究所などはゲノ

ム編集技術の「クリスパー・キャス9」でスギの性質を変えることに成功した。成長速度や幹の密度を高められれば、

CO2削減につながる。2050年には成長が早くCO2の吸収・貯蓄量も多いスギが植林され、脱炭素の一役を担っている可

能性がある。

葉っぱの緑色のもととなる葉緑素がない「白いスギ」ができた――。森林総研と農業・食品産業技術総合研究機構、横

浜市立大学などとの成果だ。葉緑素の合成に関わる遺伝子を働かないようにした。針葉樹のゲノム編集は世界で初めて

という。白いスギは実験用だが、森林総研の七里吉彦主任研究員は「スギのゲノム編集による品種改良はここから始ま

る」と期待を寄せる。

20年にノーベル賞に輝いたクリスパー・キャス9の手法はバイオ分野に革新をもたらした。ただ植物の細胞を対象とす

る場合、細胞壁が邪魔になる。そのため別の遺伝子組み換え手法と組み合わせる。研究向けによく使われるモデル植物

以外では、手法が確立していない場合も多い。

研究者らはゲノム編集の樹木への応用に向け、研究を加速させてきた。15年に広葉樹のポプラで報告されたのをはじ

め、ユーカリなどでも報告例がある。森林総研などがスギで、クリスパー・キャス9を最適化してゲノム編集を実現し

たのは21年8月だ。



引用記事 日経新聞 ロイター 化学工業日報

２０２1年　9　月　27 日　　担当　小松

スギ改良でCO2吸収量増　森林総研、ゲノム編集で実現へ　　　その②

従来の品種改良は交配や優れた形質を持つ個体の選抜など地道な作業が必要だった。新品種の開発後も、その評価に時

間がかかっていた。親となる樹木を育てたり、苗木を安定生産したりするにも、10年単位の長い時間が求められる。ゲ

ノム編集を使えば、大幅な時間短縮が可能になる。

森林総研はゲノム編集で直接スギの性質を変えるだけでなく、ゲノム（全遺伝情報）と成長量のデータを照らし合わ

せ、優秀な個体を選ぶ技術の開発も進める。5～10年育てた段階で、30年以降の成長を予測できる技術を開発済みだ。

スギ花粉症が心配になるがゲノム情報をもとに無花粉の個体を選ぶことも可能だ。

ゲノムを生かした品種改良の手法を確立できれば、CO2吸収に関わるスギの成長速度や、蓄えておけるCO2量と関係が

深い幹の密度などについて、優秀な性質を備えた個体を短期間で生み出せるとの期待が高まる。技術の基盤を確立すれ

ば「いずれは他の樹木にも展開していける」と森林総研の倉本哲嗣育種第一課長はみている。

林野庁の推定では、植えてから36～40年たつ適切に手入れされたスギ人工林は、1ヘクタールあたり年間約8.8トンの

CO2を吸収する。40年たつスギが509本あれば、1世帯あたりの年間CO2排出量を吸収できる。改良した樹木が各地に

植林されれば、CO2の吸収・貯蓄量はさらに高まる。

農林水産省が21年5月に公表した「みどりの食料システム戦略」では「エリートツリー」などの成長に優れた苗木につ

いて、30年までに林業用苗木の3割、50年までに9割以上を目指している。

樹木、プラ代替にも期待

樹木がCO2削減に貢献するのは、育つ過程でCO2を吸収、固定するときだけではない。伐採・加工して建築や発電、プ

ラスチックの代替材料などとして利用する際も脱炭素に貢献できる。品種改良によって樹木の成長を早めるなどができ

れば、こうした木材利用の循環の効率化で低コスト化にもつながり、それぞれの用途での利用はさらに広がる。

古くから使われているのが建築用だ。木造住宅は鉄筋コンクリートや鉄骨造の住宅と比べ、建築段階の床面積あたり

CO2排出量は約6割に抑えられるとされる。

木材はバイオマス発電の燃料としても使える。19年には木質バイオマスエネルギーによる化石燃料の代替効果はCO2換

算で約400万トンだった。ただ燃料として使うにはコスト低減が大きな課題だ。

プラスチックなどの化石燃料由来の代替材料としても注目されている。中でも木材の主成分から生産できる「セルロー

スナノファイバー」（CNF）は、重さが鉄の5分の1で強度は5倍といわれ、期待が集まる。

すでに様々な研究が進んでいる。例えば京都大学などは環境省の支援のもと、16～19年度にCNF素材の部品を使う自

動車をつくるプロジェクトを実施した。（張耀宇）



引用記事 日経新聞 ロイター

２０２1年　9　月　27　日　　担当　小松

ガス急騰、欧州に迫る試練　物価高・景気鈍化で二重苦も   その①

欧州で天然ガス相場が記録的な高騰を演じ、世界経済の先行きに新たな火種が加わってきた。英国とユーロ圏では8月の消費者物価

指数（CPI）の前年比上昇率が3%台で、既に約10年ぶりの高水準にある。ガスの高騰は卸電力料金にも及んでおり物価高がさらに勢

いづきかねない。景気の回復を妨げる「悪いインフレ」の懸念が募るなか、緩和縮小をにらむ金融政策のかじ取りにも試練の冬が迫

る。

天然ガス相場は世界的に春先から右肩上がりをたどっていた。欧州の指標価格であるオランダTTF（翌日渡し）は8月末に1メガワッ

ト時あたり50ユーロを超え、2020年末比で3倍弱になっていた。9月に入ると騰勢に弾みがつき、さらに4割上げて一時70ユーロを突

破した。

ガス高騰の要因は複合的だ。根底には経済活動の再開によるアジアを中心としたエネルギー需要の高まりがある。米メキシコ湾での

ハリケーン被害や生産設備のメンテナンスなどで供給量も伸び悩んでいた。欧州では冬場の冷え込みが長引いて暖房消費が膨らみ貯

蔵量が少なかったうえ、風力発電がここ数週間振るわず、その影響で天然ガスへの引き合いが強まった面もある。

エネルギー価格の上昇は世界経済やマーケットのかく乱要因になる。まず「物価上昇は一時的」という、世界の主要中央銀行の立場

を揺さぶっている。

「ガス卸売価格の大幅上昇は22年4月以降の物価見通しの上振れリスクだ」。英イングランド銀行は23日に発表した最新の金融政策

委員会の声明にこう記した。英国では新型コロナウイルス関連の規制緩和が3月から段階的に図られてきた。個人消費の回復につれ

てCPI上昇率も急浮上し、8月は3.2%と12年3月以来の高水準を記録した。今後はガスや電力の値上がりも影響してくる。

イングランド銀はCPI上昇率が10～12月中に「4%をやや上回る」とみている。議事要旨によると金融政策委は「22年4～6月期まで

4%を上回ったままかもしれない」とのリスク認識を共有した。「一時的」との大勢意見は維持されたが、懸念が随所ににじむ書きぶ

りに英国債利回りは急上昇した。英キャピタル・エコノミクスのルース・グレゴリー氏は「引き締めにかなり近づいており22年中の

利上げ可能性が最も高い」とみる。

物価は経済の体温計と呼ばれる。米英では賃金動向が堅調で、インフレ率の回復はコロナ禍で収縮した需要の立ち上がりを映してい

る。そうしたなか、エネルギー価格の急伸はインフレが悪い方向に変質するきっかけになる恐れがある。

英IHSマークイットが23日発表した9月のユーロ圏の購買担当者景気指数（PMI、総合）の速報値は、前月比2.9ポイント低い56.1と4

月以来の水準に下がった。節目の50は上回り続けているが、企業の景況感は回復鈍化が進んでいる。

注目はPMIの構成要素の一つである「投入価格指数」の上昇だ。ユーロ圏では70.5と前月より1ポイント上がり、00年9月以来21年ぶ

りの高水準を記録した。英国でも投入価格指数が高止まりするなか、総合PMIは2月以来の低水準になった。「物価急騰の一方で成長

率は鈍化傾向にあり『スタグフレーション』への懸念を強めるデータだ」とIHSマークイットのクリス・ウィリアムソン氏は指摘す

る。



引用記事 日経新聞 ロイター

２０２1年　9　月　27　日　　担当　小松

ガス急騰、欧州に迫る試練　物価高・景気鈍化で二重苦も   その②

英国では中小のエネルギー供給業者の経営破綻が相次ぎ、9月だけで6社が事業を停止した。天然ガスの高騰でスポット（随時契約）

での調達価格が跳ね上がる一方、販売価格は上限規制などの縛りで急には引き上げられず、収益の「逆ざや」が極まったためだ。米

肥料大手CFインダストリーズが原材料である天然ガスの高騰を理由に英工場の操業を止め、副産物の二酸化炭素（CO2）供給が滞る

トラブルも起きている。

スペインでは9月半ば、一般家庭の電力料金を抑えるため、サンチェス首相がエネルギー会社の値上げを制限する方針を打ち出し

た。業績悪化の懸念で電力大手イベルドローラの株価が20年6月以来の水準に急落し、株式市場にも影響が出た。

22日、英議会下院の公聴会でガス高騰について説明を求められたクワーテング英民間企業・エネルギー・産業戦略相は「平均への回

帰を期待するかもしれないが、我々は長期的な高価格に備える必要がある」と発言した。供給が滞ることはないと強調するが、暖房

需要が高まる冬場を控え、エネルギー価格の上昇が家計や企業収益をむしばみかねないとの懸念は強い。欧州のガス高騰劇は供給制

約に直面する世界経済の不安定さを浮き彫りにした。（ロンドン=篠崎健太）


